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1． はじめに 

東京都江東区の建築工事にて地盤改良体による山留め壁の築造を行った。 

地盤は埋土が主体であり、事前の地盤調査結果から部分的に廃棄物や、固結した鉱滓が確認され、地下水位は地

表面付近に分布していた。次工程の施工性向上を確保する上で、止水性を有した自立式山留め壁が求められた。 

今回、鋼製芯材を併用した自立式地盤改良体山留め壁として、鋼製芯材間の地盤改良体の力学特性を考慮した「地

盤改良壁による山留め設計マニュアル 1)」によって設計し、実施工を行った。 

山留め壁の築造にあたり、鉱滓等の影響を確認す

るため、トレンチャによる探り掘を実施し、改良撹拌

が困難な箇所は鉱滓撤去・山砂置換を行った。そのた

め、地盤改良体の均質化を図るため、各対象土によっ

て配合量の設定を変えて施工を実施した。 

本稿では、山留め壁の施工概要及び深度 2m の 1 次

掘削時での山留め壁状況を報告する。 

2．山留め壁概要及び施工概要 

 平面図及び代表断面図を図-1,2 に示す。最終掘削深

度は 3~5m であり、掘削深度に応じて芯材規格・ピッ

チを表-1 に示す 3 種類設定した。 

鉱滓位置確認は、SWS 試験等の地盤調査で行わず、代わりに

トレンチャによる探り掘にて確認し、図-1 に示す改良撹拌が困

難な箇所では、必要な深度にて鉱滓撤去・山砂置換を行った。 

2-1 改良対象土に応じた配合量の設定 

地盤改良体の改良強度の均質化を図るため、土性状況が異な

る山砂置換箇所と原地盤の各対象土にて事前配合試験を実施し、

配合量を表-2 に示す値に設定した。 

2-2 山留め壁の造成方法 

地盤改良は、写真-1 に示すパワーブレンダー工法にて造成し、

機械撹拌後ラフテレーンクレーンにて芯材の建込を行った。
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項目 寸法・規格 

改良長 L＝10.0m 

改良幅 B＝1.0m 

芯材長 L＝8.5m 

最終掘削深度

芯材規格 

芯材ピッチ 

掘削深度 5.0m TYPE-1：H600×200@1.0m

掘削深度 3.0m 
TYPE-2：H600×200@2.0m

TYPE-3：H400×200@1.0m

設計強度 quck＝800kN/m2 

対象土 
添加量 

(kg/m3) 

W/C 

(%) 

山砂置換部 160 244 

原地盤部 200 107 

図-1 平面図 

図-2 代表断面図(A-A’) 写真-1 施工状況 

表-1 山留め諸元 

表-2 配合表 

▽-8.0m 
▽-8.5m 

▽-10.0m

▽-8.0m

N≒1
シルト・粘性土	

▽±0.0m 
施工基面

▽-2.0m 
1 次掘削面 

▽-5.0m
最終掘削面

鋼製芯材 

N=3~25 
埋土

地盤改良体山留め壁 

底盤改良

東側

西側

北側南側

鉱滓撤去・山砂置換箇所
TYPE-1：H600×200＠1.0m

T
Y
P
E
-
2
：

H
6
0
0
×
2
0
0
＠
2
.
0
m

TYPE-3：H400×200＠1.0m

62m

3
6
m

：地盤調査位置

(改良撹拌が困難な箇所）
A

A'

掘削深度5m範囲

掘削深度3m範囲

 VI-649 令和元年度土木学会全国大会第74回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers VI-649



3．1 次掘削時での山留め壁状況 

 深度 2m の 1 次掘削完了後の山留め壁状況を写真-2 に示す。 

 目視確認では、目立ったクラックや漏水は見受けられず、止水

性を有した山留め壁の築造が確認できた。 

3-1 変位計測 

 構造物が近接しており掘削に伴う山留め壁の挙動を確認する

ため、山留め壁の変位計測を行った結果を図-3,4 に示す。 

計測は、山留め壁の頭部変位をトランシット、傾斜計測を挿入

型傾斜計にて確認を行った。 

 頭部変位量が最大となる東側で 12mm となり、傾斜計測では、頭部と下端部の変位差は 8mm であり、1 次掘削時

において目立った変形は見受けられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2 強度確認 

地盤改良体の強度確認結果を表-3 に示す。 

計測は、深度 2m 掘削範囲にて山留め壁面を硬度

計 2)にて強度確認を実施した。 

各エリアにて設計強度を満足する結果が得られ、

強度及びそのバラつきが同程度の結果なった。対象

土に応じて配合量を設定したことにより、地盤改良

体の均質化が図れた。 

4．まとめ 

固結した鉱滓により改良撹拌が困難な箇所があり、鉱滓撤去・山砂置換を行った。地盤改良体の均質化を図るた

め、対象土に応じた配合量を設定して山留め壁の築造を行い、1 次掘削時で以下のような結果を得ることができた。 

1) 目視確認で、クラックや漏水は見受けられず、止水性を有した山留め壁の築造が確認できた。 

2) 頭部変位量が最大となる東側で 12mm と目立った変形は見受けられなかった。 

3) 強度及びバラつきが同程度の結果となり、地盤改良体の均質化が図れた。 

今回の施工結果をもとに施工手順の合理化を行い、本工法のさらなる適用を図りたい。 
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図-3 計測点箇所及び深度 2m掘削時での頭部変位計測結果

写真-2 1 次掘削完了時の山留め壁状況 

図-4 最大頭部変位側点における

傾斜計測結果 

表-3 強度計測結果 
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